
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/15(土) 韮山福祉・保健センターにて、 

第 15回市民ふれあい広場が開催されました。 

ゆめワークも参加させていただき、パンと飲み 

物の販売を行いました。 

 当日は快晴！天気に恵まれ温かい気候の中 

販売をスタートしました。「いらっしゃいませ～」 

「ありがとうございました！」とお客さんに声を 

かけ呼び込みをするメンバーさんや、パンの減 

り具合をみて補充するメンバーさん、パンがつぶれないよう袋入れをするメンバーさんなど、一人一

人が担当の仕事を一生懸命取り組みました。コロナ禍という事で会場内は “食事禁止”と制限があり

ましたが、ゆめワークのパンは大盛況！販売前からお客さんが集まり、400個用意したパンはわずか

40分で完売しました。飲み物も、子供たちに大人気で、あっという間に売り切れました。 

久々のイベント販売にメンバーさんたちから疲れた様子も見受けられましたが、売り切った達成感

も感じられ、良い機会だったように思います。 
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フレッシュベーカリーゆめワーク 大盛況！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

コーポ狩野 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

今回は R4.6月末より「富士化学工業株式会社」様から

作業をいただいている鉄線加工についての紹介です。 

ゆめワークでは二人一組となり、エアコン等に使用さ

れる鉄線の端を機械で折り曲げる作業を行っています。 

始めはガシャン！と大きな音に皆さんびっくりしていま

したが、今では音にも慣れて丁寧に作業に取り組んでい

ます。 

（ 武井紗知 ） 

ゆめワーク 

かのん 

9 月 24 日、3 年ぶりに水神社祭典が開催されました。コロナ感

染予防のため規模を縮小し、安全対策を図ったうえでのお祭と

なりました。屋台では焼きそばや焼鳥等が売られ、当事業所か

らはメンチカツサンドを準備、開店から 1 時間半で完売しまし

た。お買い上げいただいた皆様、お味はいかがでしたでしょう

か。来年はマスクなしで皆様の笑顔を見ながら接客をしたいと

思いました。                 （ 水野 恵 ） 

 秋も深まり、さつまいものおいしい季節がやってき

ました。クオーレでは季節限定のさつまいものプリン、

さつまいものミルクレープ、スイートポテトの販売が

始まりました。使用しているさつまいもはすべて三島

でとれた三島ブランドのさつまいもです。どの商品も

さつまいも本来の甘さを感じることが出来ます。是非

一度ご賞味ください。       （上柳 光） 

９月 24日（土）中瀬町の水神社祭典が開催されました。

かのんでは、子供会や役員さんから注文を頂き、朝から 80

食程のお弁当を作りました。お祭りの屋台販売には唐揚げ、

フランクフルト、枝豆等を用意し、すぐに完売。また、缶

バッジ作りやボール投げゲームは大人気で子供たちの長蛇

の列が出来ました。久しぶりに地域の皆さんと交流でき、

楽しい時間を過ごせました。来年は制限なく沢山のメンバ

ーさんと一緒に参加したいです！     （ 本田幸江 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 21日、長泉町役場にて「重層的支援体制整備事業に向けた実例研修会」が行われました。 

この研修会は複雑・複合的な問題を抱える利用者について、福祉保険課、長寿介護課、社会福祉協議会、医療機

関等様々な担当職員の連携を目指しそれぞれの職員に求められる役割と必要なスキルを理解した上で、実践に向

けた課題に対する対応アセスメントスキルを具体的に学ぶ研修です。今回の研修では 80 代の母親の支援と同居

する 50 代の子の今後の支援について皆で考えていくものでした。それぞれの支援者が集まり、講師の助言を元

に利用者の現状やストレングスについて改めて言葉にしていきました。実際に支援者が集まることでそれぞれが

持っている利用者の情報、頭の中で思い描いている支援イメージを互いに共有しやすいと感じました。支援に繋

がる具体的な方法を考えていくことが出来ました。地域で複雑な問題を抱える利用者に対し支援者それぞれが自

身の出来る事を考え、迅速に行動する大切さを改めて学ぶことが出来たと思います。    （ 山下圭美 ） 

ひまり 

いとう 

ほっと 
10月 7日富士市障害者自立支援協議会全体会議が ZOOMで実施されました。 

ここ 2 年は感染症の影響で参集して行えていませんが、当事者の方から要望も

あり、ミニ勉強会を開催しています。今回は、『災害時の行動について～考えて

おいてほしいこと～』と題して、市の防災危機管理課の方から、①地震の避難、

②風水害の避難、③自主防災活動、避難所・福祉避難所開設について、情報提供

をして頂きました。50事業所、約 60名の参加があり、助けてもらうこと（公助）

ばかり考えるのではなく、まずは自分の身を守る（自助）ためには何ができるか

なと、意識を変える機会になった等の感想をいただきました。 （田尻ゆき） 

9月 28日（水）、定例で行われている三島市内の基幹相談支援センター連携会議にて、サービス等

利用計画作成の勉強会が行われました。相談支援の質を高めることを目的に、大阪府が作成した

サービス等利用計画サポートツールを用いて、各自作成したサービス等利用計画をグループで振

り返りました。最近は、自分が作成したサービス等利用計画を振り返り助言をいただく機会はな 

かったため、様々な視点での意見を聞き、多くの気付きがありました。また、他相談支援事業所の方々が作成した

サービス等利用計画も参考になりました。今回学び得たことを忘れず、日々のサービス等利用計画作成に活かして

いきます。                                     （ 山田典子 ） 

 

10月 6日熱海伊東圏域自立支援協議会地域移行部会主催で

「ピア活動の今までとこれから」をテーマに支援者向けに

沼津中央病院竹内氏、久野相談員に講演をいただきました。

当日は賀茂地域からも参加していただき 30 名近く集まり

ました。竹内氏からはピア活動の話の前にピアを知ってほ

しいと自身の体験談を話していただきました。熱海伊東地

域は精神障害者のピア活動が発展途上であるように思い、

一人でも多く興味、関心を持ってもらえるよう、ピアとと

もに盛り上げていきたいと思います。   （ 秋津崇史 ） 

 

 

 

 

（ 氏名 ） 

なかせ 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士山も雪化粧を施しいよいよ秋本番。各事業所の活動も行事や対面の会議も復活して行われるよ

うになってきましたが、鳴りを潜めていたインフルエンザも今年は復活しそうだとか。コロナも新

たな変異株の出現もありそうで、あと幾山超えれば安心して皆と会えるのでしょうか。 

ふくむすび編集部 

 


